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例　言
■本書は令和５年 10 月２日〜 12 月１日まで開催する、奈良市埋蔵文化財調査センターの令和５年度秋季特別展「亀甲形陶棺−変化
と地域性−」の展示パンフレットである。

■パンフレットは、奈良市埋蔵文化財調査センター職員協力のもと、山口等悟が執筆・編集した。

■掲載した写真は奈良市埋蔵文化財調査センター及びアートフォト右文が撮影した。

■展示や本書の作成にあたって、下記の協力機関より格別のご高配を賜りました。記して心より感謝申し上げます（敬称略・50 音順）。
井手町教育委員会　大倭大本宮　岡山県古代吉備文化財センター　鏡野町教育委員会　柏原市立歴史資料館
京都府埋蔵文化財調査研究センター　総社市埋蔵文化財学習の館　津山弥生の里文化財センター　奈良県立橿原考古学研究所
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館　文化財科学研究センター

■本書では遺跡名を「横穴墓群」に統一したため、遺跡報告時の名称と異なる部分がある。

はじめに

奈良市では、赤く焼かれた特殊な形態をした棺が数多く出土しており、それらは蓋の形態が亀の甲羅に
似ていることから亀甲形陶棺と呼ばれています。亀甲形陶棺は古墳時代から飛鳥時代にかけて製作され、
そのつくり方から、埴輪作りに携わった土師氏との関係が指摘されています。
　今回の展示では、奈良市が所蔵する陶棺資料を一挙公開し、奈良市出土の亀甲形陶棺の全容をご覧いた
だきます。陶棺がどのようにつくられたのか、どのような変遷を辿ったのか、どのような地域性があるのか、
考古資料としての陶棺に注目するとともに、横穴墓から出土する副葬品等を通じて、陶棺に葬られた人物
像について迫っていきたいと思いと思いいます。
　本展示を通じて、陶棺というという遺物について少しでも理解を深める機会となれば幸いです。

１　赤田３号墓出土陶棺蓋
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陶
とう

棺
かん

とその分類
　古墳や横

おう

穴
けつ

墓
ぼ

におさめられる棺に
は、主に木棺や石棺が用いられますが、
古墳時代後期から飛鳥時代にかけて、
粘土でつくり焼成した棺である「陶棺」
が現れます。陶棺は基本的に棺蓋と棺
身の２つに分かれており、身の底部に
円筒形をした脚が多数つくのが大きな
特徴です。
　陶棺は、主に全体形状と焼成方法
および棺蓋の形態によって分類され
ます。多くの陶棺は箱形をしています
が、土器棺からの系譜を想定できる円
筒形の例もあります。焼成方法では、
酸
さん

化
か

焔
えん

焼成（酸素が十分に供給された
状態で焼成すること）で表面が赤みを
帯びる「土

は

師
じ

質
しつ

陶棺」と、還
かん

元
げん

焔
えん

焼成
（酸素の供給が少ない状態で焼成する
こと）で硬質に焼かれ青灰色を呈する

「須
す

恵
え

質
しつ

陶棺」に分かれます。蓋の形
態は、亀の甲羅のようにドーム状を呈
する「亀

きっ

甲
こう

形
がた

陶棺」と、屋根形を呈す
る「家形陶棺」に分かれ、さらに家形
は屋根の形から四

し

柱
ちゅう

式
しき

（寄
よせ

棟
むね

式
しき

）と
切
きり

妻
つま

式
しき

に分類されています。

体部

口縁部

棺蓋

横位突帯

縦位突帯

周底突帯

透孔

短側面縦位突帯
稜線突帯

透孔

長側面縦位突帯
横位突帯

周縁突帯

蓋受け

口縁部

体部

脚部

棺身

長側面

短側面

天井部

切断面

底部

２　陶棺の分類

３　亀甲形陶棺の各部名称

陶棺の種類

箱形

円筒形

円筒形

砲弾形

須恵質

土師質

土師質

亀甲形

家形

亀甲形

家形

四柱式
（寄棟式）

切妻式

（切妻式）

四柱式
（寄棟式）

（四柱式）切妻式

（寄棟式）

（切妻式）
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奈良市の陶棺
　陶棺は全国でおよそ 800 例が遺跡から見つかっており、特に吉

き

備
び

地域（現在の岡山県）と近畿地方に分
布が集中しています。奈良県では約 60 例の陶棺が遺跡から出土していますが、このうちおよそ４分の３に
あたる 43 例が奈良市内の北西部の丘陵地域から出土しており、陶棺の一大埋葬地であったといえるでしょ
う。
　奈良市を中心に北大和地域で認められる陶棺は、そのほとんどすべてが土師質亀甲形です。そのため、
本展示では土師質亀甲形陶棺に着目してテーマを設定しています。

▲

▲

▲

▲

菅原東遺跡

佐紀古墳群佐紀古墳群

埴輪窯跡群埴輪窯跡群

東院下層
埴輪窯跡群
東院下層
埴輪窯跡群

宝来山古墳宝来山古墳

00 2km2km

▲

菅原東遺跡

▲
▲

▲ ▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲１
２

３
４

５
６

7

８
９

10

11
1213

14 15

16

17

18

19

20

21

４　奈良市内の亀甲形・円筒形・砲弾形陶棺出土地（番号は表１と対応）
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番号 遺跡名など 所在地 出土遺構 種類 出土
数 所蔵機関

1 中山横穴墓 中山町 横穴墓 亀甲形 ３？ 橿原考古学研究所
2 津風呂陶棺古墳 山陵町 横穴墓？ 亀甲形 1 橿原考古学研究所附属博物館

3 狐塚横穴墓群 山陵町狐塚

１号墓 亀甲形 1
奈良市教育委員会２号墓 亀甲形 2

３号墓 亀甲形 1
山陵狐塚 1227-2 横穴墓？ 1 不明

4 山陵狐塚 1099-4 山陵町 横穴墓？ 1 不明

5
秋篠東山 1180-20 ほか

秋篠町
不明 3 不明

秋篠東山横穴墓 横穴墓 亀甲形 3 奈良市教育委員会（2023 年度
調査）

6 秋篠・山陵遺跡 秋篠町・山陵町 集落 亀甲形 2 奈良大学

7 歌姫赤井谷横穴墓群 歌姫町赤井谷 １号横穴
墓 亀甲形 2 橿原考古学研究所附属博物館

8 敷島町１丁目採集地 敷島町１丁目 不明 亀甲形 1 奈良市教育委員会

9 秋篠阿弥陀谷横穴墓群 秋篠町

１号墓 亀甲形 1

奈良市教育委員会２号墓 亀甲形 1
３号墓 亀甲形 1
４号墓 亀甲形 1

10 敷島町２丁目採集地 敷島町２丁目 不明 亀甲形 1 奈良市教育委員会

11
赤田横穴墓群

西大寺赤田町１丁目

１号墓 亀甲形 1

奈良市教育委員会

３号墓 亀甲形 1
４号墓 亀甲形 1
５号墓 亀甲形 2
７号墓 亀甲形 2
８号墓 亀甲形 1

９号墓 亀甲形 1
円筒形 2

17 号墓 亀甲形 1
18 号墓 円筒形 1
21 号墓 亀甲形 1

西大寺小字新堂 横穴墓 亀甲形 1 奈良国立博物館
西大寺小字赤田 横穴墓 亀甲形 1 奈良国立博物館

12 赤田１号墳 西大寺赤田町１丁目 古墳 亀甲形 1 奈良市教育委員会
秋篠三和町２丁目採集地 秋篠三和町２丁目 １号墳？ 1 不明

13 新堂寺合葬古墳 あやめ池北３丁目 横穴墓？ 亀甲形 2 橿原考古学研究所附属博物館

14 御陵前陶棺出土地 山陵町御陵前 横穴墓？ 亀甲形 1 橿原考古学研究所附属博物館
横穴墓？ 亀甲形 1 不明

15 上畑陶棺出土地 山陵町上畑 秋頭５号
墳 亀甲形 1 不明

16 マエ塚古墳 山陵町御陵前 古墳 亀甲形 1 橿原考古学研究所附属博物館
17 平城京跡第 207 次 西大寺栄町 条坊側溝 亀甲形 1 奈良市教育委員会

18 菅原東遺跡 西大寺国見町３丁目ほか 集落・窯
跡 亀甲形 多数 奈良市教育委員会

19 平城京跡 86年度 -23 宝来１丁目８ 整地層 亀甲形 1 奈良市教育委員会

20 宝来横穴墓群 宝来４丁目 横穴墓
砲弾形 2 橿原考古学研究所附属博物館
砲弾形 1 郡山高校（行方不明）
砲弾形 1 不明

21 中町陶棺出土地 中町 4992-12 横穴墓？ 亀甲形 1 大倭大本宮円筒形 1

表１.　奈良市内の亀甲形・円筒形・砲弾形陶棺出土地一覧
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第１章

陶棺と横穴墓

赤田 17 号墓（６世紀後半）
　17 号墓は全長 9.3m 以上の規模で初葬時
と追葬時の床面があり、追葬は木棺を安置し
ていたと考えられます。陶棺は全長 212cm、
最大幅 80cm、高さ 97cm と大型で、10 行
３列の合計 30 本の脚があり、脚には小さな
透
すかし

孔
あな

をあけています。また、蓋の中段と身
の短側面にも透孔があります。脚を除く外面
全体には朱が塗布されています。棺内には刀
子１点が副葬されていたほか、墓室からは土
師器壺や須恵器坏身が出土しました。

５　赤田横穴墓群（17 ～ 24 号墓）全景

６　17 号墓陶棺出土状態

　奈良市の亀甲形陶棺の大半は、墳丘をもたず丘陵の斜面などに穴を掘ってつくった横穴墓から出土して
います。横穴墓は古墳のように広い地域で確認できるのではなく限られた地域に集中しており、奈良県下
では奈良市内北西部で多くの横穴墓が発見されています。
　ここでは、陶棺が出土する奈良市の主な横穴墓について紹介します。

赤
あこ

田
だ

横穴墓群
　赤田横穴墓群は、奈良市北西部の西

にし

ノ
の

京
きょう

丘陵の南斜面に位置し、６世紀後半〜７世紀中頃にかけて造営
された横穴墓群です。近年の調査で 24 基の横穴墓が見つかっており、うち１・３〜５・７〜９・17・18・
21 号墓で陶棺が出土しています。



6

赤田 21 号墓（６世紀後半）
　赤田 21 号墓は全長 10.1m 以上の規模で、陶棺１基、円礫の棺台上に安置した木棺１基と土師器長胴甕
を用いた蔵骨器が出土しました。陶棺は壊され、奥壁側に寄せられた状態で見つかりました。
　陶棺は復元全長 208cm、復元最大幅 73cm、高さ 106cm と大型で、脚は８行３列の合計 24 本あります。
蓋の天井部は鍵形に切断されており、全体に朱が塗られています。

７　赤田 17 号墓出土の亀甲形陶棺

　　　　　　　10　21 号墓玄室検出状態　　　　　　　　　　　　　　11　21 号墓陶棺出土状態

　　　　　　　　　８　赤田 21 号墓出土の亀甲形陶棺　　　　　　　　　　　　９　21 号墓陶棺蓋の切断形態
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　　　　　13　秋篠阿弥陀谷横穴墓群全景

16　４号墓棺内
出土耳環

秋篠阿弥陀谷４号墓（７世紀前半）
　４号墓は玄室の奥壁幅 2.0m、長さ 3.6m で、陶棺は玄室中央に置かれていました。
棺身のみで棺蓋はなく、埋葬時から蓋がなかったか、木製など有機質の蓋が朽ち果て
て残存しなかったものと考えられます。
　陶棺身は全長 176cm、高さ 53cm で脚は６行２列です。棺内からは耳環が１点出土
し、棺にその痕跡が残っています。棺外からは須恵器杯・高杯・台

だい

付
つき

長
ちょう

頸
けい

壺が玄室奥
側でまとまって出土しました。

秋篠阿弥陀谷１号墓（７世
紀前半）
　１号墓の陶棺は全長 189cm、
最大幅 60cm、高さ 88.5cm で脚
は６行２列です。最大の特徴は棺
蓋の天井部外面に六つの小さな突
起（一つは欠失）があることです。
同じような突起がある陶棺は他に
例がありません。岡山県定

さだ

国
くに

古墳
出土陶棺の中に半環状の突出を認
める資料があり、少し似ているも
のの関連性は不明です。

15　秋篠阿弥陀谷１号墓出土の亀甲形陶棺

赤田３号墓（６世紀後半）
　赤田 3 号墓の陶棺は、盗掘の際に大きく破壊されてい
ましたが、全体をおおよそ復元することができました。
全長は 194cm と推定され、最大幅 65cm、脚の配置は８
行３列に復元できます。蓋には、小孔を不規則に複数穿っ
ているところが２箇所みられます。また、蓋で上下 2 段、
身で 1 段の突帯で区切られた方形区画があり、赤と緑の
顔
がん

料
りょう

で交互に彩色されていることがわかりました。こう
した陶棺は、奈良県内では他に赤田１号墳出土品・天理
参考館所蔵品があり、数少なく珍しいものです。

12　赤田３号墓出土の亀甲形陶棺
秋
あき

篠
しの

阿
あ

弥
み

陀
だ

谷
だに

横穴墓群
　秋篠阿弥陀谷横穴墓群は赤田横穴墓群の北側
にある丘陵斜面で近年新たに発見された遺跡で
す。７世紀前半の横穴墓が４基見つかり、いず
れにも亀甲形陶棺が埋葬されていました。
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秋篠阿弥陀谷２号墓（７世紀前半）
　秋篠阿弥陀谷２号墓出土の陶棺は全長
151cm、最大幅 56cm で、棺蓋に透孔がな
く、脚が５行２列であるのが特徴的です。
最も小型化する陶棺脚部の配置が４行２列
で、その前段階が６行２列なので、過渡期
的様相を示す貴重な資料といえます。棺蓋
は通常、水平な作業台の上でつくられます
が、本例は棺身の蓋受けの上で棺蓋を製作
した非常に珍しい事例といえます。
　棺内から耳環が１点、棺外からは須恵器
高杯が１点出土しました。

19　秋篠阿弥陀谷２号墳出土の亀甲形陶棺

　　　　　17　耳環の棺内出土状態（復原）　　　　　　　18　秋篠阿弥陀谷４号墓出土の亀甲形陶棺　

　　　　　20　秋篠東山横穴墓から出土した亀甲形陶棺　　　　　　　　　　　21　鍵形に切られた棺身

新たに発見された横穴墓　　　　　　　　　　　　　　　コラム①
秋篠東山横穴墓
　令和５年度に秋篠町で行われた試掘調査で、平城中学校の南側の丘陵から新たに横穴墓が１基発見さ
れ、字名から「秋篠東山横穴墓」と名付けられました。墓室の奥壁側から亀甲形陶棺の棺身の一部が倒
れた状態で出土しました。棺身の底部が残っており、脚の数は身片側で４行３列ある点から６世紀後半
の製作とみられます。この時期の陶棺には棺蓋を鍵形に切るものが見られますが、本例は棺身を鍵形に
２分割している点が特徴的です。このような例は他に御陵前出土陶棺で認められます。
　また、墓室の墓道側でも亀甲形陶棺が２基見つかっており、追葬が行われていたことがわかります。
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第２章

亀甲形陶棺の変遷

　亀甲形陶棺の蓋と身は突帯の配置から大きく a・b の２系列に分かれており、それぞれが大型品から小型
品へ、突帯の条数や脚の本数が多いものから少ないものへと変化していきます。このような陶棺の変遷は、
赤田横穴墓群の調査成果から出現期・赤田１〜４期の大きく５つの時期に分けることができます。

22　陶棺蓋の変遷（奈良市 2016 を一部改変）

赤田５号南

赤田３号

赤田７号西

赤田８号

狐塚３号 阿弥陀谷３号

新堂寺Ａ

敷島蓋Ａ

平山

歌姫Ａ

（赤田１期）

（赤田２期）

（赤田３期）

（赤田４期）

赤田 17号 赤田５号北

赤田Ｍ44

赤田 21 号

赤田１号

赤田７号東

敷島蓋Ｂ 御陵前Ｍ43

aⅠ系列 aⅡ系列 ｂ系列
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23　陶棺身の変遷（奈良市 2016 を一部改変）

（赤田１期）

（赤田２期）

（赤田３期）

（赤田４期）

aⅠ系列

aⅡ系列

ｂ系列

中山

津風呂
赤田４号

御陵前Ｍ43敷島町

赤田１号

赤田７号東

狐塚１号

狐塚２号Ｂ

阿弥陀谷 1号

阿弥陀谷 2号

阿弥陀谷３号

阿弥陀谷 4号

赤田７号西

赤田８号 新堂寺Ａ

（出現期）

赤田 21号

c 系列
赤田 17 号 赤田５号北

赤田Ｍ44 赤田５号南 平山

（３条系）

青谷古墳

（２条系）

（３条系）

（２条系） ６世紀中頃

６世紀中頃～後半

６世紀後半～７世紀初頭

７世紀初頭～前半

７世紀中頃

1

赤田５号南

赤田３号

赤田７号西

赤田８号

狐塚３号 阿弥陀谷３号

新堂寺Ａ

敷島蓋Ａ

平山

歌姫Ａ

（赤田１期）

（赤田２期）

（赤田３期）

（赤田４期）

赤田 17号 赤田５号北

赤田Ｍ44

赤田 21 号

赤田１号

赤田７号東

敷島蓋Ｂ 御陵前Ｍ43

aⅠ系列 aⅡ系列 ｂ系列
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出現期の陶棺
　出現期の陶棺は、形象埴輪の基部とよく似た形態の脚部や蓋の口縁端部を大きく拡幅させるなど、北大
和地域で定式化する以前の特徴がみられます。
　出現期の陶棺は滋賀県草津市の西海道遺跡や京都府宇治市の莵

と

道
どう

門
もん

ノ
の

前
まえ

古墳などに出土例があります。

26　中山横穴墓で集積された陶棺・土器類
（奈良県立橿原考古学研究所提供）

25　中山横穴墓遺物発見状態

24　滋賀県西海道遺跡で出土した陶棺（草津氏教育委員会 2013）

27　中山横穴墓陶棺身の復元図（鐘方 2019）

中山横穴墓（６世紀中頃）
奈良市内では中山横穴墓からこの時期の陶棺が発見されています。全長は約 220cm、脚は 10 行３列の大
型品に復元され、身の短側面に把

とっ

手
て

のようなものが取りつき、長側面にも透孔をあける点が特徴的です。

西海道遺跡（６世紀中頃）
西海道遺跡では、横穴墓ではなく古墳時代の土坑や流路から、陶棺の蓋の破片と脚が出土しています。脚
には透孔があけられ、2 条の突帯が底部と中位に貼り付けられています。

棺蓋口縁部 棺身脚部
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赤田２期　−２系列の陶棺−
　２期になると、全長２m を下回る陶棺が多くなり、
脚の本数も８行３列または６行３列になります。ま
た、棺身に格子状の突帯が巡るａ系列とともに、横
方向の突帯を貼り付けないｂ系列が顕在化していき
ます。６世紀後半〜７世紀初頭に位置づけられます。

敷島町２丁目陶棺
　秋篠阿弥陀谷横穴墓群に近接する敷島町２丁目の
宅地造成工事の際に偶然発見されました。脚は６行
３列ですが、外側の脚にのみ透孔をあけています。

32　敷島町２丁目から出土した亀甲形陶棺

　　　　　　　28　赤田５号墓出土北陶棺　　　　　　　　　　　　　　29　北陶棺蓋の切断形態

　　　　　　　30　赤田５号墓出土南陶棺　　　　　　　　　　　　　　31　南陶棺蓋の切断形態

赤田１期　−大型陶棺の時期−
　赤田１期の陶棺は、幅広突帯を貼り付け、蓋の天井部を鍵形に切断するのが特徴的で、全長２m を超え
る大型品の陶棺が製作される時期です。

赤田５号墓（６世紀中頃〜後半）
　赤田５号墓は全長 15.7m の規模で、２基の陶棺が玄室の主軸に対して横向きに並んで置かれていました。
奥へ先に埋葬された北陶棺は、脚が 10 行３列で、棺身の短側面に透孔があり、蓋受けが口縁端部と同じ高
さに貼り付けられています。一方、南陶棺は８行３列で脚の数が２行分減り、棺身に透孔を穿孔せず、蓋
受けが口縁端部から少し下がった位置にあります。
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赤田３期　−小型化する陶棺−
　小型化が加速し、脚の数は６行２列
になります。赤田３期のなかでも新し
い時期のものは棺身の周底突帯を省略
し、全長も伸

しん

展
てん

葬
そう

の限界となる 150cm
ほどになります。

赤田１号墓（７世紀前半）
　長さ 4.3m の横穴墓で、陶棺は盗掘
で破壊された状態で見つかりました。
外面全体に赤色顔料を塗布しており、
蓋には方形の透孔が穿孔されています。

赤田４期　−再葬用の陶棺−
　脚の数も４行２列になり、大きさも 100 〜
120cm 程度と、成人の遺体を伸展状態で納棺で
きない大きさまで小型化します。子供用の棺にも
みえますが、一度埋葬した遺体を白骨化させてか
ら納めた再葬容器であると考えられています。ま
た、赤田４期になると、円筒形や砲弾形の陶棺も
つくられるようになります。

赤田７号墓（７世紀前半〜中頃）
　赤田７号墓には、墓室の奥に２基の陶棺が納め
られていました。追葬時に納められた西棺は突帯
による装飾はなく、簡素なつくりで、蓋は二つに
分かれていますが、身は一体で作られています。

33　赤田１号墓出土亀甲形陶棺

34　赤田７号墓出土西陶棺

　　　　　　35　中町発見の亀甲形陶棺　　　　　　　　　　　　　　　36　中町出土陶棺底部の穴

中町出土陶棺（７世紀中頃）
　中町で新道建設の際に偶然発見されたことが伝わっており、宗教法人大倭大本宮で保管されています。
脚が取り付く部分に対応して身の底部に８箇所穴があいており、棺底に脚を接合する際にその穴から指を
入れ、脚内面を調整していたとみられます。



14

第３章

陶棺のなかみ
　横穴墓や古墳の石室からは、棺とともに被葬者に供えた副葬品や、葬送儀礼に用いたと考えられる土器
類が出土します。特に遺体を埋葬した陶棺の棺内には、被葬者が身に付けていたと思われる耳環・玉類な
どの装身具や、鉄刀・鉄

てつ

鏃
ぞく

などの鉄製品が納められます。これらは被葬者の性格を考えるうえで重要な遺
物です。

副葬品
　横穴墓の副葬品は、同時期の横穴
式石室と比べやや質素な傾向がある
ものの、装身具や鉄製品などがあり
ます。なかでも赤田１期の赤田５号
墓では、２基の陶棺内から豊富な副
葬品が出土しました。土器のほかに、
銅
どう

芯
しん

金
きん

銀
ぎん

板
いた

巻
まき

および銀
ぎん

板
いた

巻
まき

鍍
と

金
きん

の耳
環や、碧

へき

玉
ぎょく

製
せい

管
くだ

玉
たま

、ガラス玉、鉄刀、
刀子、鉄鏃があり、陶棺の西側から
多く出土したことから頭を西にして
遺体を埋葬していたと考えられます。
　一方、赤田３期につくられた秋篠
阿弥陀谷３号墓からも銅

どう

芯
しん

鍍
と

金
きん

およ
び銅

どう

芯
しん

銀
ぎん

板
いた

巻
まき

の耳環と刀子、鉄鏃な
どが出土していますが、鉄刀や玉類
は出土していません。
　横穴墓の副葬品は時期が下るにつ
れて種類が少なくなり、簡素に変化
していることがわかります。

38　赤田５号墓北棺出土耳環・鉄器

39　秋篠阿弥陀谷３号墓出土耳環・鉄器　　

37　赤田５号墓北棺出土玉類
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土器
　横穴墓から最も多く出土するのは土器で、土師器と須恵器があります。特に須恵器は年代が下るにつれ
て蓋杯の法量が縮小し、器種組成や形状も変化していくため、横穴墓の年代を知る重要な手がかりになり
ます。
　赤田５号墓では、北棺で須恵器の提

さげ

瓶
べ

、蓋杯、南棺で須恵器の壺、𤭯
はそう

、蓋杯と土師器の脚付壺が出土し、
蓋杯は口径が 11 〜 14cm で、体部外面の半分ほどまでケズリで調整しています。
　一方、赤田３〜４期の赤田７号墓では、須恵器の壺、蓋杯、高杯と土師器の甕が出土していますが、提

さげ

瓶
べ

や𤭯
はそう

などはみられません。蓋杯は口径７〜 10cm 台と縮小化し、ケズリもみられなくなります。

40　赤田５号墓陶棺内遺物出土状態

41　赤田横穴墓群の蓋杯の変遷（奈良市 2016 を一部改変）

　　　　　42　赤田５号墓玄室出土土器　　　　　　　　　　　　　43　赤田７号墓玄室出土土器

前棺内

５号墓

奥棺

４号墓3号墓

木棺

陶棺

墓道

玄室前方

１号墓

玄室

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0 14.0

９号墓

墓道

玄室 墓道

南陶棺内

５号墓 ３号墓 ４号墓 ９号墓１号墓 ７号墓

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

陶棺 木棺

玄室前方

墓道

東木棺

墓道
玄室

墓道

陶棺

  9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0
　㎝

  7.0
  8.0

）
類
杯
器
恵
須
（
径
口



16

第３章

陶棺のつくり方
　亀甲形陶棺のつくり方には、粘土帯を積みあげて棺蓋と棺身を一体でつくるものと、蓋と身を別でつく
るものの２種類があります。このうち奈良市で出土する陶棺は、いずれも蓋と身が別づくりです。身は底
部に脚を接合した後、粘土帯を積み上げて体部を製作します。突帯を貼り付けて蓋と身を完成させた後に、
それぞれ工具で半分に分割し、乾燥工程を経てから焼成しています。

44　棺蓋口縁部端面の葉脈圧痕（赤田３号墓出土陶棺）

脚のつくり方
　棺身は、脚を製作した後にその内部や周囲に粘
土を補充して底部と接合し、体部をつくりあげて
いきます。
　脚は粘土紐を積み上げてからハケなどで調整し、
透孔を穿孔するという円筒埴輪と同じような製作
を行います。外面の調整や粘土紐の積み上げの重
複関係などから、脚をひっくり返して倒立した状
態で底部と接合していることがわかります。

棺蓋についた葉の圧痕
　陶棺の棺蓋は通常、平坦な作業
台の上で製作します。奈良市で出
土する亀甲形陶棺は、棺蓋の口縁
部端面に植物の葉脈の圧痕が残っ
ている場合が多くあります。これ
は作業台の上に裏向けた木の葉を
敷いて棺蓋を製作したためについ
たものと考えられています。
　葉脈圧痕の観察から、利用され
た木の葉はブナ科のナラガシワと
みられます。

棺底に孔をあけた陶棺
　大型の陶棺の一部には棺の底に径 0.5cm
ほどの小さい孔をあけるものが認められま
す。棺身の内側から棒状の工具で穿孔してお
り、脚部の配置に対応させて規則的に穿孔す
るものと、不規則に孔をあけているものがあ
ります。
　小孔をあける理由ははっきりとわかってい
ませんが、焼成時の火の回りをよくするため
に行った可能性が高いと考えられます。

46　棺底に孔をあけた陶棺（マエ塚古墳出土陶棺）

45　脚の外面調整（赤田３号墓出土陶棺）
　　　※ 調整方向がわかるように写真は脚の上下を
　　　　逆にして示しています

穿孔

第４章

陶棺のつくり方
　亀甲形陶棺のつくり方には、粘土帯を積みあげて棺蓋と棺身を一体でつくるものと、蓋と身を別でつく
るものの２種類があります。このうち奈良市で出土する陶棺は、いずれも蓋と身が別づくりです。身は底
部に脚を接合した後、粘土帯を積み上げて体部を製作します。突帯を貼り付けて蓋と身を完成させた後に、
それぞれ工具で半分に分割し、乾燥工程を経てから焼成しています。

44　棺蓋口縁部端面の葉脈圧痕（赤田３号墓出土陶棺）

脚のつくり方
　棺身は、脚を製作した後にその内部や周囲に粘
土を補充して底部と接合し、体部をつくりあげて
いきます。
　脚は粘土紐を積み上げてからハケなどで調整し、
透孔を穿孔するという円筒埴輪と同じような製作
を行います。外面の調整や粘土紐の積み上げの重
複関係などから、脚をひっくり返して倒立した状
態で底部と接合していることがわかります。

棺蓋についた葉の圧痕
　陶棺の棺蓋は通常、平坦な作業
台の上で製作します。奈良市で出
土する亀甲形陶棺は、棺蓋の口縁
部端面に植物の葉脈の圧痕が残っ
ている場合が多くあります。これ
は作業台の上に裏向けた木の葉を
敷いて棺蓋を製作したためについ
たものと考えられています。
　葉脈圧痕の観察から、利用され
た木の葉はブナ科のナラガシワと
みられます。

棺底に孔をあけた陶棺
　大型の陶棺の一部には棺の底に径 0.5cm
ほどの小さい孔をあけるものが認められま
す。棺身の内側から棒状の工具で穿孔してお
り、脚部の配置に対応させて規則的に穿孔す
るものと、不規則に孔をあけているものがあ
ります。
　小孔をあける理由ははっきりとわかってい
ませんが、焼成時の火の回りをよくするため
に行った可能性が高いと考えられています。

46　棺底に孔をあけた陶棺（赤田５号墓南陶棺）

45　脚の外面調整（赤田３号墓出土陶棺）
※写真は脚の上下を逆で示しています

穿孔
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突帯の板押さえ
　棺蓋や棺身の外面には板で押圧したよ
うな痕跡が残っていることから、外面の
整形に板押さえをよく用いていたことが
わかります。
　突帯の板押さえは、高さを調整するた
めに行われたものと想定でき、なかには
扁平につぶれた形状になるものもありま
す。

乾燥時の形持たせ
　製作が完了した後に陶棺を乾燥させますが、乾燥時の変形を防ぐために内側から形持たせで支持を行う
必要がありました。棺蓋の内面には藁縄状の圧痕が残っているものがあり、内側から蓋全体を支持した器
具の表面に藁縄のようなものを緩衝材として複数並べ置いた痕跡と推定されます。
　一方棺身には口縁部や底部の長側面内側に板や木目の圧痕がみられ、内側から板を当てていた痕跡とみ
られます。

47　突帯の板押圧痕（赤田４号墓出土陶棺）

　　　　　48　棺蓋内面の藁縄状圧痕（赤田８号墓）　　　　　　　　　　49　棺蓋内面の形持たせ痕跡模式図

　　　　50　棺身内面の木目痕跡（赤田５号墓北陶棺）　　　　　　　　　　51　棺身の形持たせ復元図
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陶
とう

栓
せん

　陶棺の透孔に陶栓を挿入することで、遺体を埋葬した
後に陶棺内部を密閉していました。陶栓には円柱形とキ
ノコ形があり、ほかに刳り抜いた粘土円盤を焼成して利
用したものもあります。陶棺との共伴関係からみて、円
柱形陶栓が古く、キノコ形陶栓の方が新しいと考えられ
ています。キノコ形陶栓は重厚で大きいものから軽くて
小さいものに変化したとみられます。
　なお、陶栓が出土しない陶棺も多く、一般的には木栓
を使用していた可能性が考えられます。

　　　　　　　　　　　　55　陶栓   　　　　　　　　　　　　　　　56　秋篠阿弥陀谷３号墓陶栓装着状態

　　54　赤田５号墓北陶棺陶栓装着状態

　　　　　　52　棺身底部切断面の糸切り痕　　　　　　　　　　　　　　53　棺蓋切断面のヘラ切り痕
　　　　　　　　　（赤田５号墓南陶棺）　　　　　　　　　　　　　　　　（秋篠阿弥陀谷２号墓出土陶棺）

陶棺の切断
　陶棺は一部を除いて、製作の最終段階に棺蓋と棺身をそれぞれほぼ二等分に切断して焼成し、再度組み
合わせて使用します。赤田１〜２期の大型の陶棺では、棺蓋の天井部や棺身の底部を鍵形に切断する例が
多くみられます。
　陶棺の切断方法には糸を用いる糸切りと、ヘラ状工具を用いる
ヘラ切りの２種類が認められます。

糸を通すための穿孔（左右で糸切り方向が異なる）

コラム②
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南河内地域の亀甲形陶棺
　近畿地方では広い地域で陶棺が出土していま
すが、北大和〜南山城地域に次いで土師質亀甲
形陶棺が出土するのは南河内地域です。南河内
のなかでも大阪府柏原市域には横穴墓群が集中
して所在しており、二つの横穴墓群から亀甲形
陶棺が出土しています。
　南河内地域の亀甲形陶棺は、波状突帯を貼り
付ける点や、２分割した蓋の切断面に段差を設
けている点、脚を正立状態で接合する点が特徴
的で、奈良市の亀甲形陶棺と異なる製作技法を
採用していたことがわかっています。

58　安福寺南群１号墓出土の亀甲形陶棺
（柏原市立歴史資料館提供）

57　近畿地方の亀甲形陶棺分布図

59　安福寺南群１号墓の陶棺再発見状態
（柏原市立歴史資料館提供）

60　玉手山東横穴墓群で採集された亀甲形陶棺蓋（柏原市立歴史資料館提供）

第５章

他地域の亀甲形陶棺

玉手山東横穴墓群（６世紀後半）
　安福寺横穴墓群から南東へ 600m の場所に位置
し、同じ玉手山丘陵上に所在します。A 〜 C 群か
らなり、35 基の横穴墓が確認されています。採集
品として亀甲形陶棺の蓋が１点見つかっています。
格子状に突帯が貼り付けられますが、口縁部外面の
１段のみ波状突帯がめぐっています。

安福寺横穴墓群（６世紀中頃〜７世紀初頭）
　玉手山丘陵の西斜面に位置する横穴墓群で、北群、南群、北西群の合計 40 基の横穴墓からなります。な
かでも南群１号墓からは３基の陶棺が出土したと報告されています。棺身の脚の数は６行２列と推測され、
蓋には突起がついています。
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美作系

● 土師質亀甲形陶棺（北大和系）

土師質亀甲形陶棺（南河内系）

★ 須恵質亀甲形陶棺（北大和系模倣）

●

●
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吉備地域の亀甲形陶棺
　近畿地方とともに陶棺が数多く出土するのが、吉備地域です。吉備地域では陶棺の出土数が全国のおよ
そ 70% を占め、多彩な陶棺が見つかっています。横穴墓を中心に陶棺が出土する近畿地方と対照的に、吉
備地域では古墳の横穴式石室に陶棺が埋葬され、８世紀前半まで用いられます。
　吉備地域の亀甲形陶棺では、棺蓋と棺身を一体でつくり、最終段階で４つに分割する一体づくりが多く
採用されます。また、南河内と同様に、蓋に突起があり脚を正立状態で底部に接合する点も特徴的です。

こうもり塚古墳（６世紀中頃）
　岡山県総

そう

社
じゃ

市南部に位置する全長 100m の前方後円墳です。後円部に全長 19.4m の長大な横穴式石室が
あり、家形石棺と亀甲形陶棺が収められていました。石室内からは、金

こん

銅
どう

装
そう

単
たん

鳳
ほう

環
かん

頭
とう

太
た

刀
ち

をはじめ、武器、
馬具、玉類、鉄

てっ

滓
さい

などが出土しました。

長浜２号墳（７世紀前半）
　岡山県 鏡

かがみ

野
の

町に所在する直径 18m の
円墳で、横穴式石室から陶棺２基と鉄鏃、
鉤
かぎ

状
じょう

鉄器、耳環、土器が出土しています。
陶棺は蓋に突起がつき、棺身には波状文
を多条平行沈線で表現しています。出土
須恵器から７世紀前半の築造と考えられ
ています。

61　こうもり塚古墳から出土した亀甲形陶棺（岡山県古代吉備文化財センター提供）

63　長浜２号墳出土の亀甲形陶棺（津山市提供）

62　こうもり塚古墳出土亀甲形陶棺の復元案
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奈良市の陶棺にみる他地域の影響　　　　　　　　　　 コラム③
　南河内地域や吉備地域の亀甲形陶棺は、蓋の突起や脚部の製作技法などが奈良市の陶棺と異なり、別
の系統の製作者によってつくられたと考えられます。一方で、奈良市出土陶棺の一部には、これら他地
域の陶棺の影響を受けて製作されたとみられる資料も存在しています。

65　赤田９号墓出土の突起のある亀甲形陶棺

64　鋸歯状突帯のある陶棺片

蓋に突起のある陶棺
　赤田９号墓は墓室の長さが 5.7m で、中には亀甲形陶棺１
基と円筒形陶棺２基が収められていました。亀甲形陶棺は全
長 117cm で脚は８本、棺身に突帯の貼り付けも行わない小
型化した赤田４期の陶棺です。棺蓋には、吉備地域の陶棺に
みられるような円柱状の突起が左右についています。

鋸
きょ

歯
し

状突帯のある陶棺片
　宝来１丁目などから三角形を連ねた鋸歯状に突帯を貼り付けている
陶棺片が出土しています。南河内や吉備地域のような一条の波形の突
帯とは異なり、北大和地域の工人が波形を鋸歯文に変えて製作したも
のと考えられます。

　　66　赤田６号墓出土の須恵器甕　　　　　　　　　　       67　甕内面の平行文当て具痕跡

北部九州とのつながり　　　　　　　　　　　　　　　  コラム④
赤田６号墓出土須恵器甕
　赤田６号墓は構築時に５号墓を壊したために埋葬は行われていませんが、墓道から須恵器などが出土
しています。そのなかの須恵器甕にはやや特殊な痕跡が確認されています。一般的な須恵器甕には、外
面を叩くときに内面へ当てがう当て具の痕跡として同心円文がみられますが、６号墓の甕の内面には横
方向の平行の当て具痕が認められます。
　平行の当て具痕は北部九州産の須恵器甕にみられる特徴で、本例も北部九州から持ち込まれたものだ
と考えられています（寺井 2020）。赤田横穴墓群にみられる平行文当て具の須恵器甕はこの一点以外に
確認されていませんが、横穴墓の被葬者が北部九州と何らかの関係を持っていたことを示しているとい
えるでしょう。
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第６章

亀甲形陶棺と土
は

師
じ

氏
し

　奈良盆地北西部は、古墳の造墓や埴輪生産に関わったとされる氏族・土師氏の故地の一つと推定されて
おり、菅

すが

原
はら

東
ひがし

遺跡の埴輪窯跡群の発見はそれを考古学的に裏付けています。埴輪のつくり方と共通する土
師質の亀甲形陶棺がこの地域で展開するという現象は、土師氏の動向を考える上で決して無視できないも
のです。
　ここでは亀甲形陶棺や横穴墓と土師氏の関係が垣間見られる資料について紹介します。

埴輪窯から出土した陶棺
菅原東遺跡出土陶棺片
　古墳時代後期に埴輪を生産し、奈良盆地の古墳に
供給していたと想定されている菅原東遺跡埴輪窯跡
群の周辺では、奈良時代の整地層などから埴輪とと
もに陶棺の破片も出土しています。棺蓋、棺身、脚
部〜底部の破片などがあります。胎土や焼成なども
菅原東遺跡から出土する埴輪とよく似ており、埴輪
と同じ窯で陶棺を生産していた可能性が指摘されて
います。大阪府の野

の

々
の

上
うえ

埴輪窯や土
は

師
じ

ノ
の

里
さと

埴輪窯で
も亀甲形陶棺片が発見されており、埴輪と陶棺の間
に技術的継承があったことを示す重要な資料といえ
ます。
　なお、菅原東遺跡の陶棺片には宝来１丁目出土棺
蓋片と同様の鋸歯状突帯を有する資料が認められ、
南河内地域の影響を受けて製作されたとみられま
す。

68　菅原東遺跡埴輪窯跡群の全景

69　菅原東遺跡から出土した陶棺片
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陶棺の胎土分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　コラム⑤
　粘土でつくられた陶棺や埴輪は、胎土中の鉱物の組成や元素を分析することで産地を推定することが
可能です。奈良教育大学の金原正明氏、文化財科学研究センターの金原裕美子氏の協力を得て、赤田横
穴墓群や狐塚横穴墓群、菅原東遺跡の陶棺資料などを対象に、ハンドヘルド蛍光 X 線装置による非破
壊での胎土分析を行いました。
　結果として、赤田横穴墓群の陶棺は１号墓、５号墓、17 号墓、21 号墓で同じ領域の胎土を示すのに
対し、３号墓、７号墓、９号墓は異なる胎土を用いていることがわかりました。狐塚横穴墓群の陶棺は
赤田 5 号墓などと部分的に重なるものの、異なる領域とみられます。
　一方で、菅原東遺跡出土陶棺には赤田 5 号墓などと共通する領域の胎土であるものと、そうでないも
のが確認できました。鋸歯状突帯の有無など形状に違いはありますが、前者は赤田 5 号墓などと同じ胎
土で製作を行っていた可能性があります。

埴輪と陶棺
　亀甲形陶棺と埴輪の類似性が指摘されているの
は、特に脚のつくり方です。前述したように、脚
をつくる際に粘土紐を積みあげてからハケなどで
調整し、透孔を穿孔する製作手順は、円筒埴輪の
つくり方と非常によく似ています。
　また、亀甲形陶棺の突帯や棺身底部外面には、
高さを調整したり形状を整えるために板状の工具
で押圧を行う場合があり、古墳時代後期の円筒埴
輪で観察できる底部調整の押圧技法との関連性を
想定させます。

72　円筒埴輪（菅原東遺跡）と陶棺脚部（赤田４号墓）

　　　　　70　蛍光 X 線分析作業風景　　　　　　　　　　　　　 71　陶棺と埴輪の胎土分析図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文化財科学研究センター提供）
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平山古墳（６世紀後半）
　出現期〜赤田１期の陶棺の一部には、脚に底
部突帯を貼り付けるものがあり、埴輪の製作技
法とよく似ていることが指摘されています。奈
良市が所蔵する亀甲形陶棺には現在確認されて
いませんが、奈良市周辺の陶棺資料の中に出土
例が存在します。
　平山古墳は京都府井手町に所在する直径約
20m の円墳で、横穴式石室内から亀甲形陶棺
とともに須恵器や鉄鏃、鉄刀、銅製三輪玉、馬
具が出土し、６世紀後半に位置付けられます。
陶棺は全長 237cm の大型品で、棺身に横方向
の突帯を貼り付けないのが特徴です。倒立状態
で脚に底部突帯を貼り付けており、その内外面
を指で押さえた痕跡が明瞭に残っています。

菅原東遺跡（HJ200 次）円筒埴輪・形
象埴輪基部
　古墳時代後期の埴輪には、円筒埴輪の口縁部
や形象埴輪の基部に突帯を貼り付ける資料の存
在が知られています。菅原東遺跡の埴輪窯から
出土した資料のなかには、円筒埴輪の口縁端部
や形象埴輪基部の底面に接する形で突帯を貼り
付け、指で押さえて整形するものがあり、平山
古墳の陶棺脚部とそっくりです。
　このような指押さえで底部突帯を整形する埴
輪の一群が北大和地域を中心に分布しているこ
とからも、菅原の地で埴輪生産に携わった集団
の技術が奈良市やその周辺の亀甲形陶棺に受け
継がれているのは間違いないでしょう。

75 平山古墳から出土した亀甲形陶棺脚部

76　菅原東遺跡出土の円筒埴輪口縁部と形象埴輪基部

73　陶棺脚部外面のタテハケと板押圧（赤田９号墓）　　　　　74　円筒埴輪底部のタテハケと板押圧（菅原東遺跡）
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狐塚横穴墓群２号墓（６世紀後半）
　狐塚横穴墓群は山陵町に所在し、１〜３号の３基の横穴
墓が確認され、いずれも亀甲形陶棺を埋葬していました。
２号墓からは２基の陶棺が出土しており、陶棺を置いた床
面の下層から円筒埴輪が敷きつめられて埋められた状態で
見つかりました。古墳時代中期初頭（５世紀初頭）に位置
づけられる円筒埴輪で、近くの古墳から抜き取ってきたも
のと思われます。

78　狐塚２号墓平・立面図

横穴墓に持ち込まれた埴輪
　奈良市の亀甲形陶棺は土師氏の本拠地である菅原の地で生産され、埴輪作りの技術との共通性から土師
氏と深い関わりをもつことが明らかになりました。それでは、このような亀甲形陶棺をおさめた横穴墓には、
どのような人物が葬られていたのでしょうか？
　奈良市の横穴墓には棺や副葬品のほかに、墓室や墓道から埴輪が出土する場合がみられるのも特徴的で
す。埴輪は６世紀末頃には生産が終了していくため、以前につくられた埴輪を持ち込んだものとみられて
います。

0

2m

埴輪

77　２号墓の床面に敷かれていた円筒埴輪

埴輪敷

埴輪敷
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赤田 19 号墓（７世紀中頃）
　赤田 19 号墓は全長 5.2m の規模で、墓室の中央に長さ
1.67m・幅 0.6m ほどに復元できる木棺が主軸方向に置かれ
ていました。副葬品はありませんでしたが、朝顔形埴輪と人
物埴輪が倒れた状態で出土し、墓室の入り口に樹立して置か
れていたことがわかりました。埴輪は６世紀前半頃のもので、
底部が欠けていることから近隣の古墳から抜き取って再利用
したものとみられます。
　亀甲形陶棺の特徴や埴輪の存在から、赤田横穴墓群は土師
氏の墓域の一つと考えられます。このような埴輪の再利用も、
氏族伝承を再確認するための行為なのかもしれません。

　　82　赤田１９号墓室入り口の埴輪樹立状態（復元配置）　　　　　　　　　83　赤田 19 号墓出土の人物埴輪

　　81　赤田 19 号墓出土の朝顔形埴輪　　　　　　

赤田７号墓
　赤田７号墓の墓室床面でも、狐塚２号墓と同様に西陶棺の下から円筒埴輪が敷き詰められた状態で見つ
かりました。古墳時代後期の特徴をもつ埴輪で、横穴墓がつくられた７世紀前半以前に製作されたものを
再利用したとみられます。

　　　　　79　７号墓西陶棺の出土状態　　　　　　　　　80　７号墓の墓室床面に敷かれていた円筒埴輪
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第７章

陶棺の終焉
全長が 1m 程度まで小型化する７世紀中頃（赤田４期）以降、奈良市では亀甲形陶棺がつくられなくなり

ます。それと入れ替わるようにして、土器棺と形状がよく似た円筒形陶棺や砲弾形陶棺が横穴墓に埋葬さ
れるようになります。これらの陶棺も大人の遺体をそのまま納めるには小さすぎるため、遺体を骨化させ
て骨だけを納める再葬容器であったと推測されます。円筒形陶棺や砲弾形陶棺を最後に、近畿地方では陶
棺が姿を消します。

赤田９号墓（７世紀中頃）
　７世紀中頃につくられた赤田９号墓からは、小型の亀甲形陶棺と
共に円筒形陶棺が埋葬されていました。大小２つあり、大型のもの
は口径約 30cm、高さ約 85cm です。小型のものは口径約 27cm、
高さ約 67cm です。いずれも平底で、自立することができます。口
縁部から 7cm 程度下には蓋受けがめぐり、半球形の蓋が載るよう
になっています。蓋受けには径 0.5cm 前後の孔が８〜 20cm 間隔
であいており、蓋がはずれないよう紐で縛って固定するための紐孔
ではないかと推測できます。　

最後の亀甲形陶棺？
松井横穴墓群 40 号墓
　京都府京田辺市の尾根に広がる横穴墓群で、６世紀後半〜７世紀中頃までの 70 基の横穴墓が見つかって
います。このうち 40 号墓から、土器、耳環、鉄鏃とともに１基の箱形陶棺が発見されました。
　全長約 85cm の陶棺は、格子状の突帯を貼り付ける点、切り取った粘土板を焼成して方形孔の蓋として
いる点で宝来横穴墓群の砲弾形陶棺と類似しています。一方で、平底の底面をもつ箱形である点は砲弾形
陶棺と系譜を異にすることを示しており、亀甲形陶棺から変化したものである可能性が考えられます。最
後の亀甲形陶棺の姿なのかどうか、さらに検討が必要です。

86　赤田９号墓出土の円筒形陶棺

85　箱形陶棺の出土状態
（京都府埋蔵文化財調査研究センター提供）

84　松井横穴墓群 40 号墓から出土した箱形陶棺
（京都府埋蔵文化財調査研究センター提供）

円筒形陶棺
　円筒形陶棺は亀甲形陶棺と形状が大きく異なり、土器棺からの系譜が想定されます。奈良市で出土する
円筒形陶棺はいずれも土師質で、蓋と蓋受けのある平底の身からなり、亀甲形陶棺製作上の影響を受けて
作られているとみられます。また、赤田９号墓や中町陶棺出土地で
は赤田４期の亀甲形陶棺とともに円筒形陶棺が出土しているため、
７世紀中頃に製作が始まったと推定できます。
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砲弾形陶棺
　砲弾形陶棺は、円筒形陶棺と共通したつくり方を観察で
きますが、棺身が比較的小さく身と蓋が一体化しているこ
とから、円筒形陶棺が小型化していく過程で生まれたもの
と考えられます。

赤田 18 号墓（７世紀中頃）
　18 号墓出土の円筒形陶棺は、蓋身を合わせ口にして横たわる状態で出土しました。９号墓の棺蓋が半球
形なのに対して、18 号墓例の棺蓋は身とほぼ同じ大きさのバケツ形になっています。一方で、棺身は 9 号
墓例よりもさらに小さく、 砲弾形陶棺に近い大きさです。蓋受けの張出しが弱く、紐穴もありません。蓋の
口径が少し小さくて身の蓋受けまで蓋を挿入できないため、やむを得ず合わせ口の状態で埋葬されたと思
われます。

宝来横穴墓群
　宝来４丁目に所在する宝来横穴墓群では、現
在までに 13 基の横穴墓が確認されています。
明治時代に４基の砲弾形陶棺が出土したこと
が、森本六爾によって報告されています。
　 右 写 真 の 資 料 は 全 長 74.8cm、 底 部 径
24.8cm です。平底の底部を粘土円盤でつくり、
その上に粘土紐を積み重ね、頂部を丸く収束さ
せて製作しています。外面には格子状に突帯が
付加されていますが、方形孔下方の突帯１条は
後から付けられたものとみられます。方形孔に
被せる蓋は、方形孔を切り抜いた際の粘土板を
焼成して再利用したと思われます。

89　宝来横穴墓群の砲弾形陶棺出土状態
（森本 1924）

90　宝来横穴墓群出土の砲弾形陶棺
（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館提供）

　　　　　　　87　円筒形陶棺出土状態　　　　　　　　　　　　88　赤田 18 号墓出土の円筒形陶棺
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遺跡名等 展示品名 所在地 図版番号 点数 所蔵機関
第１章　奈良市の多彩な陶棺

赤田 17号墓 亀甲形陶棺 奈良市赤田町１丁目 6,7 1 奈良市教育委員会
赤田 21号墓 亀甲形陶棺 奈良市赤田町１丁目 8,9,10,11 1 奈良市教育委員会
赤田３号墓 亀甲形陶棺 奈良市赤田町１丁目 1,12 1 奈良市教育委員会
秋篠阿弥陀谷１号墓 亀甲形陶棺 奈良市秋篠町 15 1 奈良市教育委員会

秋篠阿弥陀谷４号墓
亀甲形陶棺

奈良市秋篠町
17,18 1

奈良市教育委員会
耳環 16 1

秋篠阿弥陀谷２号墓 亀甲形陶棺 奈良市秋篠町 19 1 奈良市教育委員会
秋篠東山横穴墓 亀甲形陶棺 奈良市秋篠町 20,21 1 奈良市教育委員会

第２章　亀甲形陶棺の変遷

赤田５号墓
亀甲形陶棺（北陶棺）

奈良市赤田町１丁目
28,29 1

奈良市教育委員会
亀甲形陶棺（南陶棺） 30,31 1

敷島町２丁目採集地 亀甲形陶棺 奈良市敷島町２丁目 32 1 奈良市教育委員会
赤田１号墓 亀甲形陶棺 奈良市赤田町１丁目 33 1 奈良市教育委員会
赤田７号墓 亀甲形陶棺（西陶棺） 奈良市赤田町１丁目 34 1 奈良市教育委員会
中町陶棺出土地 亀甲形陶棺 奈良市中町 35,36 1 宗教法人大倭大本宮

第３章　陶棺のなかみ

赤田５号墓
玉類・鉄器

奈良市赤田町１丁目
37,38 50

奈良市教育委員会
須恵器・土師器 42 20

秋篠阿弥陀谷３号墓 玉類・鉄器 奈良市秋篠町 39 8 奈良市教育委員会
赤田７号墓 須恵器・土師器 奈良市赤田町１丁目 43 16 奈良市教育委員会

第４章　陶棺のつくり方

赤田５号墓 陶栓 奈良市赤田町１丁目 54,55 7 奈良市教育委員会

赤田８号墓 陶栓 奈良市赤田町１丁目 55 7 奈良市教育委員会
秋篠阿弥陀谷３号墓 陶栓 奈良市秋篠町 55,56 4 奈良市教育委員会
狐塚２号墓 亀甲形陶棺 奈良市山陵町狐塚 1 奈良市教育委員会
マエ塚古墳 亀甲形陶棺 奈良市山陵町御陵前 46 1 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

第５章　他地域の亀甲形陶棺

平城京跡 86年度 -23 調査地 鋸歯状突帯のある陶棺片 奈良市宝来町 64 1 奈良市教育委員会
赤田９号墓 蓋に突起のある陶棺 奈良市赤田町１丁目 65 1 奈良市教育委員会
赤田６号墓 須恵器甕 奈良市赤田町１丁目 66,67 1 奈良市教育委員会

第６章　陶棺と土師氏

菅原東遺跡

亀甲形陶棺片

奈良市菅原東町

69 20

奈良市教育委員会円筒埴輪 72 3
円筒埴輪口縁部・形象埴
輪基部 76 10

赤田４号墓 陶棺脚部 奈良市赤田町１丁目 72 3 奈良市教育委員会
平山古墳 亀甲形陶棺脚部 京都府井手町 75 5 井手町教育委員会
狐塚２号墓 円筒埴輪 奈良市山陵町狐塚 77 2 奈良市教育委員会
赤田７号墓 円筒埴輪 奈良市赤田町１丁目 79,80 7 奈良市教育委員会
赤田 19号墓 朝顔形埴輪・人物埴輪 奈良市赤田町１丁目 81,82,83 2 奈良市教育委員会

第７章　陶棺の終焉
松井横穴墓群 40号墓 箱形陶棺 京都府京田辺市 84,85 1 公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
赤田９号墓 円筒形陶棺 奈良市赤田町１丁目 86 2 奈良市教育委員会
赤田 18号墓 円筒形陶棺 奈良市赤田町１丁目 87,88 1 奈良市教育委員会
宝来横穴墓群 砲弾形陶棺 奈良市宝来４丁目 90 1 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

展示品目録
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